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 将来の年金受給額について、圧倒的多数が「知らない」と答えている。現役

世代は将来いくらもらえるのか見えないまま、現在の保険料負担だけを実感し

ているのである。年金制度問題に対する議論がともすると、負担だけに集中し

がちな背景にはこのような事情があるのだろう。これでは年金への理解は深ま

らない。 

 今年から「ねんきん定期便」が始まる。加入実績や支払った保険料額、そし

て、仮定の計算ではあるが将来の受給見込み額、さらに、加入期間の伸長によ

って受給額がどの程度増額されたのかなどが毎年、通知される。受給見込み額

を示すことによって現役世代には年金制度がより身近になり、地に足が着いた

議論ができるようになるのではないか。受給見込み額を示すことの大切さを改

めて痛感した。 

 「ねんきん特別便」の記載内容に誤りがあったにもかかわらず、訂正を申請

していない人が少なくないのも気になる。年金記録問題は社会保険庁だけの問

題ではなく、社会保険関係の書類に社員の情報を間違えて記載するなど、事業

所のミスに由来するものがかなりある。社保庁まかせでは限界があり、記録訂

正には本人や事業主の協力が欠かせない。年金記録問題の完全な解決までには、

まだ長い道のりがあると感じた。 

 

（インタビュー：生活経済部 手塚愛実記者） 
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